
東大雪地域の現状と将来の望ましい機能 ① ｜ ぬかびら源泉郷（糠平地区）

東大雪地域整備基本計画 第１回ワークショップ（平成２２年１０月２８日（木））意見交換結果

現状

問題点と感じていること魅力と感じていること

大きな廃屋観光素材が
全部そろっている

建物の統一性

色

活用されていない
（遊歩道）

インフォメーション
不足

案内板不足

廃屋が危険

人口減少

少子

公共交通が不便

博物館入館者
昔より少ない

湖の水位変動

鹿による木かれ

博物館の老朽化

森の温泉街
づくり

お客さんは自然に
魅力を感じる

森の温泉

体験メニュー

登山 産業遺産自然景観

樹が少ない

案内板不足

救急看護
体制の不足

電線類が景色の

ダムまでの

サイクリングロード
の通行止め案内図の

情報が古い

廃屋

廃ホテル

昔より少ない
国道の大型車の

危険性

国道が街の中を
通

空地・売家・
古い建物

ダムサイト展望台
が荒れている温泉 山

星空

森の温泉

アーチ橋

登山 産業遺産自然景観

住居不足

道路が危ない
（町道）かけ流し温泉 住宅が足りない

電線類が景色の
妨げになっている

糠平湖畔への

ネイチャートレイル
の周回不可

北海道自然

ダムサイトへの
案内不足

豊富な 湖畔園地

通っている

手湯・足湯

温泉がいい

スキー場

星空

空気

山菜 商店・ガソリン

裏通り整備不良

かけ流し温泉

キャンプ場の

住宅が足りない糠平湖畔 の
案内不足

北海道自然
歩道の危険性

鉄道遺産が
認められつつある

豊富な
鉄道遺産 空き家が減った

但しその分の
空き地をどう
利用するか？

湖畔園地
施設の老朽化

客少ない

湖

トイレが少ない

スタンドが少ない

コンビニ的な
店がない

キャンプ場の
入り込み激減

客少ない

全国的には
まだまだ

知名度不足

駐車スペースが
確保されていない

もみじの植林 遊歩道が魅力

落ち葉も美しい
夜間時

明るさ、暗さ

地元で
メンテナンス
するには限界

遊歩道

遺跡（スキー場）

ないこと、少ない

トイレが少ない

オフ対策
11月～12月
4月中

知名度不足

早朝散歩する
お客さんが多い

限

人がいい

人

紅葉

ないこと、少ない
こと（光・音）

日本一信号
がない国道

もみじが
以前より増えた

現状
○温泉街の頑張り かけ流し宣言、植樹

ネガティブ要因
○古くなった建物、廃屋

博物館入込少なくなった
○PR不足

○知名度不足→客が増えない
○散策路（自然歩道、湖畔、ダムへの道）整備進んでいる
→維持管理・案内図不足 自然を楽しむ方法として活用し切きれていない

○生活環境→住宅、商店、医療
○静かなイメージに合わない大型車の暴走

○今風でない
○上士幌の人こない

遊歩道を整備 ビジターは街の ぬかびら・十勝

将来の望ましい機能

いやしと美しい温泉の スキー場の

施設・まちづくりに関すること

遊歩道を整備
（つなげる）

ビジタ は街の
入口になるもの

ぬかびら 十勝
三股・東大雪の

情報発信

子供も大人も
楽しめるビジター

中央園地の整備 山の展望の
情報発信

いやしと
健康の温泉

露天風呂
長湯

散歩道の整備

美しい温泉の
町並み

電柱の
地下埋設等

スキ 場の
通年利用

観光客への

博物館の機能も
引き継いで欲しい

つり情報

温泉小道
湖畔園地・
野営場

メンテナンス不足

情報発信

町営住宅の
再整備

町道（うら道）の
整備

地下埋設等

高速道路

ダム水の保水
一定化

登山
観光資源

情報提供
（ＩＴ利用）

湖の左側
通行止め
釣り人観光

引き継いで欲しい

バリアフリーの道路

整備

旧八十八カ所を
公園化して整備

高速道路
利用者の
呼び込み

釣りの

博物館の
展示物の維持
観光資源に

誘導する看板が
足りない

博物館・
鉄道資料館の
機能連携

駐車場の整備
団体の連携

施設の連携

お金をおとして
もらうしくみ

国道273号の
つけかえ バイパス

釣りの
観光資源化

Ｃ班意見Ｂ班意見Ａ班意見
足りない

※各班での話し合いの中で模造紙に貼られた付せんから作成
情報提供・資源の活用に関すること



東大雪地域整備基本計画 第１回ワークショップ（平成２２年１０月２８日（木））意見交換結果

東大雪地域の現状と将来の望ましい機能 ② ｜ 十勝三股

公共交通不便

現状 将来の望ましい機能
魅力と感じていること 問題点と感じていること

自然体験

大自然のまま 人がいい

駅舎の復元森を復元する
場所にしてほしい

景色生きもの

静けさ

伐採跡 ボランティア
ガイドスクール

携帯が通じない

草地の林地への

公共交通不便

立ち寄る
きっかけがない
白樺林しか

居心地よく
しすぎないように

自然体験

渓流釣り
中の川

台風の

外来植物
最低限の

自然型施設
草地に植林

景色生きもの

動物が多い
シカ クマ キツネ

タヌキ
外来種 森に戻していく

草地の林地への
回復遅れ

白樺林しか
見えないから

広大な空間
眺めの良さ

冬の景色

あまり人が
いてほしくない

音更川の再利用
（リバーサイド）

ルピナス（道路）は
国立公園に

台風の
風倒木がある

岩間温泉

三国峠展望台

森林浴ができる
場所にしたい

きれいなトイレ
山岳景観

永久凍土

タヌキ

ルピナスの花と
山岳の景観が

山がきれい
鉄道施設がない

外来植物の宝庫

冬の景色
原っぱへの
道の除雪が
されていない

知名度を高める
きっかけがないと
（活用のしようが

空間を保ちつつ
樹林帯を作る

ルピナス
だめだけど

魅力的でもある

国立公園に
ふさわしくない

東屋・遊歩道は
十勝三股に
ふさわしくな

三国峠展望台
の整備

（雑木処理）

星空

登山

永久凍土

湧水

山岳の景観が
いい

三国峠の
街灯がまぶしい

鉄道施設がない

ザリガニがいない

草地の林地への
復元（民活）

ない）

ふさわしくない

鉄道

星空
森林景観

遺跡（旧石器～）
巨木（ハルニレ）

公民館の老朽化

ザリガニがいない

巨木へのアクセス
がわからない

トイレない

林鉄
三股についての
案内図が少ないトイレないのが

良い Ｃ班意見Ｂ班意見Ａ班意見

東大雪地域の現状と将来の望ましい機能 ③ ｜ 連携

※各班での話し合いの中で模造紙に貼られた付せんから作成

現状 将来の望ましい機能

東大雪地域の現状と将来の望ましい機能 ③ ｜ 連携

幌加温泉の
泉質が良い

環境作りがテーマ
花（道）、釣り場

ビジターは
どのように

どのような扱いか
ぬかびら

手軽な森＝スニーカーの森
十勝三股
長靴の森受け手側の意識 チェックインが

早くなった

ニーズ

タウシュベツに
行けない
不満がある

山情報
林道・登山道

どのように
なるのか？ ぬかびらを

ベースキャンプに
して十勝三股で
自然を体験 山の展望

東大雪の入口

人が集まる所

インフォメーション
機能の充実

ソフト

博物館ビジター 何もない

都会の人

リセット

早くなった

ゆっくりしたい

都会の人の

森の再生

釣り場のゴミ拾い
をしている
（中の川） オッパイ山

道路沿い

自然を体験

ぬかびらで勉強
→三股で体験

山の展望
道路沿い

受付

宿泊

長期滞在

センターガイド 良さを生かす

暫定的な施設

何もしない

都会 人
受け皿になる

林道の事故
（脱輪）

国道273号を
ドライブする

（程度のつながり）
“知る人ぞ知る”でいい

（施設整備の議論は）
ぬかびらに集中するべき エコツーリズムのアクションの場

として（植林）など

Ｃ班意見Ｂ班意見Ａ班意見

※各班での話し合いの中で模造紙に貼られた付せんから作成


